
    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１１月の主な予定】 

2 日（金）八中体験（5 年）  7 日（火）ガンバ大阪出前授業（６年） 

9 日（木）芸術鑑賞 １４日（火）１６日（木）１７日（金）人権参観・学級懇談 

 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(9/30 現在) 101 102 110 118 90 106 627 

1 日  

2 月 算数タイム 

3 火  

4 水 委員会④（運動会用） 

5 木 東丘タイム 全体練習（1限） 

6 金 全体練習（予備日） 運動会観覧証・プログラム配布 ＳＳＷ（10-17） 

7 土  

8 日  

9 月 スポーツの日 

10 火 運動会リハーサル① 

11 水 全校朝会 

12 木 東丘タイム 運動会リハーサル（予備日） 

13 金 前日準備（6年：５・６限）※１～４年１３：２０ ５年 13:40下校 ＳＳＷ（10-17） 

14 土 第5８回 運動会(9:05 開会式 12:10 終了予定) 

15 日   

16 月 算数タイム 

17 火 運動会予備日 

18 水 代休 

19 木 東丘タイム 校区探検（2年） 

20 金 合同あいさつ運動 校外学習（4年） 

21 土  

22 日  

23 月 算数タイム 

24 火 40分授業（１３：００下校） ←八中オープンスクールのため 

25 水                                     SSW（10‐１７） 

26 木 東丘タイム 不審者対応訓練（１４：３０下校） 

27 金 校外学習（2年） 

28 土  

29 日  

30 月 算数タイム ダイハツ出前授業（5年）         SSW(9～１３) 

31 火 不審者対応訓練（予備日・１４：３０下校） 

東丘小だより 
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校長 河田 法士 

 

１０月の行事予定 

 

372 回 

さて、この数字は何かというとある日の朝、 

８：００～８：２５の間密かにカウントした 

『おはよう』とあいさつをした数です。 

この数が多いのか少ないのかはわかりませんが、 

全校児童 627 人、欠席などを含めても毎日大体 600 人は正門を

通過するので、引き算すると 200 回ほど足りません。 

全員にあいさつをしたいのですが、一気に 10 人 20 人の団体様

が通るとどうしてもまとめてになります。でも、必ず一人ひとり

に視線のビームは送っています。（気付いてない？(ﾉД`)ｼｸｼｸ） 

あいさつは八中校区の目標になっていること、それ以前に人と

して気持ちよく過ごすためにできた方がいいこと、だからこそ

あいさつ運動も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

朝は時間通りに立てない時や、何かの対応で正門に行けない時

があるので、単純に 150 日/年ぐらいとして、今回の 372 という

記録を単純に掛け算すると 55.800 回/年になりました。この数

の大小もどうなのかはわかりませんが、1000 人を超える学校の

校長先生やたくさんの人を迎える仕事をしている人は、軽～く

10 万回を超えているのかもしれません。もしかすると、校長先

生とは全世界で…、いや地球上で最大級に朝のあいさつをする

仕事なのかもしれません<`～´>ｴｯﾍﾝ!! 

あいさつは”しなければならないもの・させられるもの・押し付

けられるもの”ではなく、『自然に発するもの、その習慣が身に付

いているからできるもの』そして、『やらないよりはやったほう

がいい、できないよりはできたほうがいい』ぐらいでしょうか。

あいさつが苦手でも、立派な人、素晴らしい人は世の中にたくさ

んいます。あとは無理なく『自分らしく』であればそれはそれで

よいのだとも思います。 

しかし、私たち教員は違います。『高学年として格好良い背中を

みせましょう！』とか『元気にあいさつをしましょう！！』と熱

く迫ることがお仕事です。もし、万が一、先生がお手本となって

いない！？そんなことがあれば辛口評価でお願いします。 

でも、時に先生も元気がない日がありますので、そこは『先生も

にんげんだもの』と大目に見ていただければ幸いです🙏 

『まだまだのびゆくこども』 

前期の学びの軌跡である『のびゆくこども』を 

予定通り本日子どもたちに手渡しをすることが 

できました。評価は現時点でのものですが、“のびゆく”の名の

通り、“のびゆけ！”という後期への熱い期待が籠っています。 

苦手なところやうまくいかなかったことは、次に頑張ればいい。

今出来ている、頑張っているところはさらに伸ばしていってほ

しい。そんな先生たちの切なる願いも込められています。 

同じ○の位置でも、一つの狭いスペースの中にミエナイ大きな

幅があります。それは、『余裕でできている』のか『油断すると

○が右に移動してしまうギリギリ』なのかという逆にいえば、

もう少しで《もう少し》ゾーンを脱出するものもあります。 

後期には、《よくできている》エリアは必ずキープし、《できて

いる》《もう少し》ゾーンは左枠を狙ってほしいと思います。 

 

これが後期なら、境界線のギリギリで迷ったときには、学年を

締める最後の最後に『残念、右！』ではなく、次の学年へのエー

ルも込めて『よし、左！』かも知れませんが、まだ前期で辛口な

のかも知れません。（中には激辛が混じっているやも…(+o+)） 

子どもたちの成績表は、子どもたちの日々の取組みや頑張り、

また能力がどれだけ発揮できたかもありますが、我々教職員の

成績表でもあります。 

それは、私たちが子どもたちにどれほどわかる・伝わる授業を、

指導・支援を展開出来たのか？という効果検証の大切な材料で

もあると思っています。「もう少し工夫出来たのではないか？」

「もっとわかりやすい教え方があったのではないか？」常にそ

んな試行錯誤を繰り返しながら、授業や指導の精度を高めてい

きたいと考えていますので、私たちも精進したいと思います。 

ご覧になられる際には、言いたいことや突っ込みどころが満載

で、まずは“叱咤(# ﾟДﾟ)”が贈られるのかもしれませんが、

そこは『ぐっ！』とこらえていただき、“激励＼(^o^)／”多めの

『のびゆくわが子』でお願いできれば幸いです。 

 

 

ＰＴＡさんも活動中 

 

児童会＆生徒会 

 

 

 


